
第  号議案

神戸市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の一部を改正す

る条例の件

神戸市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の一部を改正する条

例を次のように制定する。  

令和５年５月12日提出

神戸市長 久   元   喜   造

神戸市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の一部を改正す

る条例

神戸市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例（平成 17年 12月条例

第 34号）の一部を次のように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定の下線又は太線の表示部分（以下第１号及び

第２号において「改正部分」という。）及び改正後の欄に掲げる規定の下線又は

太線の表示部分（以下第１号及び第３号において「改正後部分」という。）につ

いては、次のとおりとする。  

(1) 改正部分及びこれに順次対応する改正後部分が存在するときは、当該改正

部分を当該改正後部分に改める。

(2) 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。

(3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。

改正後 改正前

（目的） 

第１条  この条例は、本市の機関等に

係る申請、届出等の手続その他本市

の行政運営等に関し、電子情報処理

組織を使用する方法その他の情報通

信技術を活用する方法により行うこ

とができるようにするための共通す

る事項を定め、及び情報通信技術の

進歩に応じた行政運営に必要な事項 

（目的）  

第１条  この条例は、本市の機関等に

係る申請、届出その他の手続等に関

し、電子情報処理組織を使用する方

法その他の情報通信技術を活用する

方法により行うことができるように

するための共通する事項を 定めるこ

とにより、市民の利便性の向上を図

るとともに、行政運営の簡素化及び 
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を定めることによ り、市民の利便性

の向上を図るとと もに、行政運営の

簡素化、効率化及 び適正化 に資する

ことを目的とする。 

効率化に資することを目的とする。

（本市の機関等の責務） 

第２条の２ 本市の機関等の職員は、

職務上知り得た情 報のうち 神戸市情

報公開条例（平成 13年７月条例第 29

号）第 10条各号に 掲げる ものを含む

指令を、次の各号 に掲げるものに対

して与えてはならない。ただし、安全

性が確認されたも のとして 市長が別

に定める場合を除く。

(1) ＡＩチャットボット（人工的な

方法により学習、推論、判断等の知

的機能を備え、かつ、質問その他の

電子計算機に対する指令に応じて

当該知的機能の活用により得られ

た結果を自動的に回答するよう作

成されたプログラムをいう。）

(2) その他前号に類するもの

附 則  

この条例は、公布の日から施行する。

理    由

情報通信技術の進展に伴う新技術に対して、行政運営にあたり必要な事項を

定めるため条例を改正する必要があるため。  
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